韓国における歴史遺産を活用した観光マーケティング　－聞慶市の古道を事例に by 轟, 博志

























































































































































































































































































































































































































































国費 地方費 民間資本 計
安東市 36 137,031 147,463 201,102 485,596
栄州市 21 33,774 37,779 62,083 133,636
尚州市 20 24,708 29,980 36,200 90,888
聞慶市 14 27,229 32,029 181,081 240,339
義城郡 14 23,902 27,265 23,000 74,167
青松郡 14 27,485 29,485 44,948 101,918
英陽郡 12 27,286 31,695 25,240 84,221
盈德郡 15 36,755 40,227 214,027 291,009
醴泉郡 15 26,814 28,862 59,040 114,716
奉化郡 13 27,986 25,059 17,515 70,560
蔚珍郡 15 27,769 29,664 123,594 181,027













































事業名 期間（年） 国　費 地方費 民間資本 計
①．聞慶観光ルート開発 2000-2002 75 75 0 150
②．観光案内センター運営 2000-2005 125 125 0 250
③．宿泊休養拠点整備 2000-2007 2,872 2,872 104,021 109,765
④．聞慶鳥嶺儒教文化資源整備 2000-2010 10,867 12,387 0 23,254
⑤．鎮南橋畔文化遺跡整備 2000-2010 2,050 5,550 0 11,100
⑥．その他文化財補修（5件） 2000-2010 1,870 2,950 0 4,720
⑦．慶尚監司交印及び到任行次再現 2001-2010 0 2,200 0 2,200
⑧．加恩総合休養団地開発 2006-2010 3,820 3,820 62,300 69,940
⑨．鎮南橋畔休養団地開発 2006-2010 2,050 2,050 14,760 18,860
























































































聞慶鳥嶺道立公園 890,009 806,163 −9
聞慶温泉 562,157 481,568 −14
石炭博物館 242,375 225,741 −6
陶磁器博物館 89,625 293,491 227
雲崗李康彪記念館 11,854 13,747 15
観光クレー射撃場 10,314 13,363 29
自然休養林 8,103 10,746 32
青少年修練館 5,384 5,650 4
その他 853,000 1,176,450 37
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tions among stakeholders in a community festival:
The case of the Andong Mask Dance Festival,
South Korea, Ph.D. Thesis, University of Waterloo,
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5）新羅や高麗は純粋な意味での中央集権国家で
はないが、地方の豪族たちが中央の強い統制下
にあった時期が長かった。
6）徐　栄一『新羅陸上交通路研究』、学研文化
社、1999、63 ～ 79頁。
7）科挙の通常試験は毎年一回首都で行われたた
め、応試者は徒歩で上京した。そのため、一般
庶民の間では「官道」より「科挙の道」「ソウル
に出かける道」と呼称された。
双方とも、「首都と直結する道」も意であり、
官道の性格を代弁したものであることに変わり
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ない。
8）『道路考』では六大路、『増補文献備考』では
九大路、『大東地志』では十大路となっている
が、大体の骨格は全て同じである。
9）当時の呼称は「漢城」または「漢陽」であっ
た。ただし口語では「みやこ」の意の一般名詞
である「ソウル」も使われた。
10）前掲 8）参照。
11）李朝時代の地方行政組織は、広域には八つの
道があり、その中に府・牧・郡・県などの基礎
行政単位があった。府・牧・郡・県の官衙所在
地を邑または邑治といい、官道とその支線は全
ての邑治を経由するようになっていた。
12）『大東地志』が発刊された 19 世紀中盤の数値
で、実際には統廃合を繰り返し、絶えず増減し
ていた。
13）朝鮮半島は全土の約 70％が山地である。
14）「新作路」と呼ばれ、韓国統監府及び朝鮮総督
府が全国的な路線網を構築した車両通行が可能
な道路。
15）聞慶市以外の代表的な事例としては、関東大
路の大関嶺、三南大路のカルチェ（峠）、嶺南大
路の洛東津などがある。
16）駅は古代日本の駅と似た構造を取っており、
人馬の継ぎ立てと公務旅行者の宿泊などの機能
を持っていた。站は早馬や飛脚用の継ぎ立て施
設で、軍事目的に特化していた。
17）半公営の旅籠。高麗時代から存在したが、朝
鮮中期には衰退し、酒幕に取って代わられた。
現在も集落名として多くの「院」地名が残る。
18）近世日本の茶屋と木賃宿を併せたような機能
を持つ民営の交通施設。多くは道路沿いに立地
し、通常の農業集落からは独立していた。現在
もごく一部が営業を続けているが、宿泊の機能
は失われている。
19）関連する主な先行研究は以下の通り。
崔　永俊『嶺南大路』、高麗大学校民族文化研
究所、2004、325頁（韓国語、2004年に全面改
訂版を発行）。
趙　炳魯『韓国駅制史』、韓国馬事会、2002、
398頁（韓国語）。
金　鍾「朝鮮後期漢江流域の交通路と場市」、
高麗大学校博士学位論文、2002、312 頁（韓国
語）。
轟　博志「大東地誌の『東南至平海三大路（関
東大路）』の経路比定」、文化歴史地理 14-1、
2002、85 ～ 108頁（韓国語）。
轟　博志「『海行総載』に描かれた朝鮮通信使
国内行路の復原」、文化歴史地理 16-1、2004、
323-334頁（韓国語）。
20）「ソウルに出かける道」の意。
21）「県」は府牧郡県のうち最も邑格の低い行政単
位。邑格は土地の肥沃度、歴史的経緯、人物の
輩出など複合的な要因で決まり、また政治的要
因でしばしば変動する。
22）『新增東國輿地勝覽』巻二十九、聞慶県属県条
参照。加恩は現在の加恩邑一帯。
23）慶尚道北部の開発を目的に、地元有志と内地
の資本が合同して設立した「朝鮮産業鉄道」に
端を発する。京釜線金泉駅を起点とし、尚州、
店村を経て安東に至る全長 106.1 kmの路線。
24）「店」は酒幕の別名であり、「店村」という地
名は「酒幕が集積した村」という意味の普通名
詞でもあった。
25）この鉄道（聞慶線）は 1995年に列車の運転を
中断し、休線状態になっている。
26）この地域は峻険であるため、鉄道や高速道路
は遥かに南の秋風嶺で背梁山脈を越えていた。
このことも、聞慶邑衰退の一因といえよう。
27）次項の説明との整合性を考慮して、この項で
は「儒教文化圏開発事業」着手前（1999年時点）
での保存状態を述べる。
28）鳥嶺（チョリョン）はその訓読みである「セ
ジェ」と混用して呼称され、その基準は一定で
ないが、本稿では便宜上「鳥嶺」に統一する。
29）高麗時代までは東に隣接する鶏立嶺（ハヌル
チェ）が利用され、鳥嶺は李朝初期に新たに開
削された峠である（『新增東國輿地勝覽』巻二十
九、聞慶県山川条参照）。
30）兔（ウサギ）に導かれる道という意味で、訓
読みをして「トキビリ」とも呼ばれる。
31）『大東地志』巻之九、聞慶県嶺路条。「龍淵東
崖上繞峭壁下・深淵歌危隘窄因鑿石爲棧道索紆
屈曲（後略）」
32）車両は桟道には入れないので、鎮南橋を架設
して南岸へ渡るルートを新設した。現在の国道
はここを迂回するルートに変更されている。
33）鎮南関の北側、新院里石集落での聞き取りに
よる。
34）市当局へ「道」文化の重要性を啓蒙するに当
たって、鳥嶺博物館の活動は重要な役割を果た
した。特に鳥嶺博物館の編著による『道の上の
歴史、峠の文化』（実践文学出版社、2002、342
頁）は、特定の地方の古道を「遺産」として照
明した画期的な書であった。
35）例えば聞慶温泉および宿泊団地の開発、ク
レー射撃場、鉄道の廃線を利用したレール自転
車コースなど。
36）「IPTC」は本来商品販促に使われる概念であ
るが、韓国ではシティセールスの方向性を設定
する際に広く援用されている。この項は聞慶市
文化観光課での聞き取りをもとに、筆者が整理
した。
37）これも本来企業マーケティング戦略樹立の為
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のツールで、マーケティングを行うアイテムに
ついて長所（Strength）、短所（Weakness）、機
会（Opportunity）、脅威（Thread）を比較検討す
るもの。
38）趙　アラ「文化媒体の立地と文化観光地の発
達：慶北聞慶市を事例に」、ソウル大学校修士学
位論文、2002、42 ～ 46頁（韓国語）。
39）内訳は国費 4,207億ウォン、地方費 4,595億
ウォン、民間資金 9,878億ウォン。さらに国費
は文化観光省費と文化財庁費に、地方費は道費
と市郡費に分かれる（数字は慶尚北道庁文化観
光局の内部資料による）。
40）鳥嶺の麓、交亀亭で執り行われた慶尚監司
（道知事）の任務交代式。
41）前近代の官職の無い学識者。ここでは科挙を
受けに行く人のこと。
42）科挙に主席で合格すること。
43）鳥嶺道立公園の中、上草里にあった院。外壁
のみ残っている。
44）具体的には「道のテーマ館」をメインとし、
分水界の自然・文化を扱う「白頭大幹館」、聞慶
地域の民俗を扱う「歴史民俗館」の構成となる
（聞慶鳥嶺博物館が聞慶市に宛てた公文に依
る）。
45）国営 KBSテレビによる『太祖王建』で、2000
年から 2001年にかけて放映された。撮影セッ
トが一般に開放されたことも、聞慶の観光広報
に大きな影響を与えたと思われる。
